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ガバナーズレター

GOVERNOR’S  LETTER

職業奉仕月間に因んで私の考える職業奉仕とは

国際ロータリー第2650地区 
2023-24年度ガバナー

中野 博美
京都ロータリークラブ所属

ロータリークラブは、会員各自の職業分類においてその分野のリーダーによって構成されているという

ことであるはずですので、私の考える職業奉仕とは、職業人として自身の職業に高い高潔性、広い公平さ、

確たる普遍性、社会が求める公益性を備えることにより、自分自身の職業の質を高める努力を続けること

がまず上げられましょう。それに加えて職業人として、その専門性を活用することにより自分に関わる全

ての方々からのコンサルテーションの求めに応じられること、または自発的に働きかけることと要約され

るのではないでしょうか。そしてその職業奉仕の対象となるものは、自身のクラブであり、他のロータリー

クラブであり、またより広いロータリアンへの働き掛けも見えてくるかもしれません。そして更に広く自

身に関わる全ての人々や社会全体への視野も必要となりましょう。

専門職と言う存在があります。宗教関係者、弁護士、医師など、社会的の基本的な課題の解決に携わる

職業であり古くから確立されています。また専門職には要件があります。

①　�その背景に系統的な学問体系を持っており、知識技術の習得に時間がかかる。故にクライアントに対

し権威を持つと言われている。

②　�利他的公益的事業を行う。故に公的ライセンスが発行されている。

③　�職業的小集団を形成し、法的判断以前に内部規制を行う能力を持つべきである。

古来より問題となっている基本的な社会インフラとも言うべき社会課題の解決のためにその確立が求め

られてきたのです。ロータリークラブの存在も、奉仕団体として一定の社会課題の解決へ向かってきた歴

史があります。そして利他の高い意識があると考えます。所謂ロータリーの樹が大きく育つには、まず親

睦とクラブ奉仕の土壌が必要です、そして職業奉仕と言う幹が太くなり、十分に栄養を樹上に送ることが

求められます。幹が太くなれば樹上のクラブ奉仕、青少年奉仕、社会奉仕、国際奉仕の枝葉を支えること

も可能となり、十分に希望を蓄えた果実が豊かに実ることになるでしょう。

多くの特色のある個性的、個別的な職業奉仕の目的、理念、方法論、事業本体が起草され生み出され展

開されていますが、本来の目的は各々の奉仕事業全体として形成すべき普遍性を導き出すことにあるのだ

とロータリアンは考えるべきでしょう。

第 地区
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私のロータリー観

「人生の良き礎に」
滋賀第１グループ　ガバナー補佐　山本 勝義（大津 RC）

私は、日本のロータリーの基本は、「例会と職業奉仕と親睦」を旨として、各クラ
ブ様が独自の想いを大切にして、ロータリー活動に取り組んで頂く事こそが、それが
一番の活動と考えております。
それが、「ＤＥＩ」にもつながっていき、各クラブの独自色が多様性となり、会員
のメンバーが公平と感じて頂くクラブ運営と、「仲間」「友人」との温かい絆を感じら
れる心地よさがインクルージョンとなるのだと思っております。

例会出席と奉仕事業、また親睦の楽しみなど、皆さん、当たり前のようにロータリーライフを楽しんでお
られることと思いますが、その一つ一つに “心を込めて ”向き合っているかと問われると、私も一瞬、答え
に詰まってしまいます。
大切なことも、雑にこなせば「雑用」になり、当たり前のことにも心を込めれば、何かが生まれると言わ
れます。
改めて、今年こそ、基本に立ち返り、純粋にロータリーに向き合う年度にしたいものです。
いかに向き合うかは自分次第です。素直に、前向きに、精一杯、ロータリーライフを満喫して、個性を磨
き、持ち味を発揮することができれば、と思います。
ロータリーを人生の良き礎として、志を同じくする皆様と共に、心動かされる日々を送り、ロータリーの
素晴らしき伝統を将来に引き継いでいく。
社会情勢の変化に伴い、ＲＩの方針も変わりつつありますが、また、コロナ禍を経験して、ロータリー活
動の在り方が変わっても、日本のロータリーの精神を見失ってはいけないと思っております。

週に一度の例会は、もはや当たり前の習慣、生活の一部となっています。
しかし、一度として、同じ内容の例会はありません。
「一期一会」の心構えで、大切な時間を皆様と共に過ごしていけたら幸いであります。

「私なりのロータリーのコミットメント」
滋賀第 2 グループ　ガバナー補佐　堀内 伸尚（甲賀 RC）

ガバナー補佐を受けさせていただいて、非常に大きな重責を感じております。
補佐はガバナー並びに地区との橋渡しだと言われます。本年度の地区運営目標の中
にDEI の促進～ロータリーをオープンでインクルーシブな組織にしましょう。～と
あります。　～DEI をかみ砕いてみました～
多様性（異なる特徴や特性を持つ人が共に存在すること）
公平さ・インクルージョン（仲間はずれにしない全体を包み込むこと）への
ロータリーのコミットメント（公約、約束、真剣に関わる）
ロータリーで活動する私たちは、持続可能（このやり方が将来も継続出来る）な良い変化を生むために人

びとが手を取り合って行動する世界というビジョン（未来像）の実現には、多様性があり、公平で、インク
ルーシブ（誰もが社会に参画する機会を持ち、排除されないこと=包摂的）な文化を培うことが不可欠で
あると理解しているとあります。
私なりにロータリーのコミットメント～多様性・公平さ・インクルージョン～
世界や地域のあらゆる人たちに、今この瞬間も、又これから夢持つ未来の人たちに、この世に生まれた誰

もが一人の人間として�“ 生きている ”�価値を見出だし、喜びを持って日々を過ごせるために、私たちロー
タリー会員から世界に発信する。様々な方面からのアイデアを生かし、可能な限り実現する。外観に捉われ
ず公平な目で人に接し、やさしく寄り添い見て聞いて体感することで、自分もまた慕われ頼られ、大切にさ
れている喜びを感じ、生きている価値を実感することで、知らぬ間に更に向上し続けている。人格は作るも
のでなく必然的に自然に備わるものだと。
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地区行事報告

IM第5組（奈良県）　開催報告
2023 年 10 月 28 日　奈良県コンベンションセンター及び JW マリオットホテル奈良

我が奈良東 RC は
13 年ぶりのホストク
ラブとして、まさに全
会員一丸となって準備
を進めて参りました。
本年の IMテーマは

「ロータリーに女性の
力を！」と題し、カー
レーサー井原慶子様の
基調講演や、第 2660 地区直前ガバナーの宮里唯子様（茨木西
RC）、米国ニュージャージー州イングルウッドRC元会長�柳澤
育代様（奈良RC）にお越しいただいたロータリーフォーラムなど、
ロータリーがめざすDEI「多様性・公平さ・インクルージョン」
に沿ったコンテンツをお楽しみいただけたと自負しております。
ご参集いただいたご来賓をはじめ、全ての会員の皆様のご厚
情に感謝いたします。ありがとうございました。

（ＩＭ第 5組副実行委員長　喜多�永治　奈良東 RC）

IM第5組　新会員セミナー　開催報告
2023 年 10 月 28 日　奈良県コンベンションセンター

ＩＭ第５組では２２
人の新会員参加のもと、
新会員セミナーが開催
されました。
中野ガバナーのご挨
拶の後、吉田ガバナー
補佐よりロータリーに
ついてのご講話をいた
だきました。ロータ
リー活動を通じて目指
すもの、そして新会員への３つ約束（お願い）として①プライ
ドを持つ②自分の手でつかみ取る③継続は力なり、とお話しい
ただき、「ロータリーは人生の利益である」というまとめととも
に “MEMBERS,�BE�AMBITIOUS!” と熱いメッセージをいただ
きました。
その後行われた新会員同士のディスカッションでは各テーブ
ル大いに盛り上がっていた様子で、参加者の皆様からは「他ク
ラブの会員との交流ができてよかった」との声が多く集まりま
した。

（地区ロータリー情報委員　植田�健史　あすか RC）
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地区行事報告

インターアクト地区大会　開催報告
2023 年 11 月 11 日・12 日　彦根総合高等学校 他

現地開催、かつ 2日間開催は実に 4
年ぶりです。大会テーマは「New�
Normal ～新しい日常を考える～」で
す。
開催にあたり、ホストの彦根総合高
等学校 IAC 会長の上田愛梨さんは、
「日常生活が大きく変わる中で、新し
い日常を考える絶好の機会とし、私
たちが直面している現実に対処し、未
来に向けて新しい道を探求するため
の重要なトピックです。」と今回の大
会テーマについて挨拶をされました。
大会一日目は、開催県である滋賀県
出身の元Ｊリーガー、村田和哉氏に
よる記念講演「夢の叶え方～人生最
幸～」がありました。村田氏自身の
Ｊリーガー選手になるまでの経験を通し、どんな時でも夢を持ち続けたこと、父親の死を通して人生は一
度きりだと感じたこと、良き指導者に巡り合えたこと、夢を叶えるには「口に出すことと書くこと」が大
切であるとし、夢ノートを作り書いていくと夢は必ず実現する！　などと、熱く語られ、会場全体が一体
となって盛り上がっていったというのが印象的でした。
その後、近江鉄道�通称ガチャコンを貸し切り、多賀大社に参拝し夕食、夕食後の滋賀県・彦根にちな

んだクイズ大会では、アクター同士、大いに交流できたことと思います。
大会二日目は、歓迎式典のあとワークショップが開催されました。①すしの歴史を学びすしを作る　②
HTMLを学ぼう　③お菓子の化学を学ぼう　④フロッタージュで作品制作　の 4グループに分かれ、思
い思いに作品を作成しました。貴重な体験だったと思います。
その後、13 グループに分かれ、昼食を取りながら今回の大会テーマ「New�Normal」についてグルー
プ討論をし、その後の全体会議にてグループワーク発表がありました。各グループ其々が和気あいあいと
した中で、堂々と発表をし、色んな形でのNew�Normal を共有できたものだと思います。
二日間通して、参加したインターアクターの笑顔がとても素晴らしい地区大会であったと思います。次
年度ホストの奈良女子大学付属中等教育学校 IACの挨拶をもって、閉会となりました。
最後にホストクラブである彦根総合高等学校 IAC並びにスポンサー彦根南 RCそして多くの関係者の
皆様に深く感謝いたします。

（地区インターアクト委員　永井�智宏　近江八幡 RC）
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地区大会案内

地区大会ホストクラブ　京都ロータリークラブ

心躍る
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2023 年 10 月会員数の増減および出席率表

京都府（42 クラブ）
クラブ名 前月末 

会員数 入会 退会 10 月末 
会員数

期　首 
会員数

入会 
累計

退会 
累計 例会数 出席率 

％
女性 

会員数
綾部 28 0 0 28 28 0 0 3 100.00 1
福知山 41 1 0 42 41 1 0 4 92.88 1
福知山西南 48 2 0 50 50 2 2 5 91.62 3
亀岡 35 0 0 35 34 1 0 3 100.00 0
亀岡中央 13 0 0 13 12 1 0 2 83.33 1
京丹後 23 0 0 23 22 1 0 2 82.60 2
京都 194 0 1 193 187 11 5 4 99.44 9
京都伏見 91 1 0 92 90 2 0 4 85.62 8
京都平安 25 0 0 25 23 2 0 3 92.00 5
京都東 81 0 0 81 77 5 1 4 89.11 1
京都東山 59 0 1 58 60 0 2 4 72.79 6
京都北東 18 1 0 19 18 1 0 3 84.86 0
京都イブニング 16 0 0 16 16 0 0 3 100.00 2
京都城陽 28 0 0 28 29 1 2 4 92.78 4
京都桂川 31 0 0 31 26 5 0 4 83.62 3
京都北 55 0 0 55 55 1 1 4 72.30 0
京都南 240 2 1 241 237 7 3 4 86.60 4
京都モーニング 42 0 0 42 40 2 0 4 78.68 5
京都紫野 44 0 0 44 45 0 1 4 100.00 0
京都中 33 1 0 34 31 4 1 4 87.85 0
京都西 90 0 0 90 90 0 0 4 97.33 0
京都乙訓 31 0 0 31 32 0 1 3 91.83 0
京都洛中 73 1 0 74 74 2 2 4 100.00 2
京都洛北 77 0 1 76 74 4 2 3 100.00 0
京都洛南 25 0 0 25 24 1 0 4 87.00 2
京都洛西 50 0 0 50 49 1 0 4 100.00 10
京都洛東 44 0 1 43 44 0 1 4 78.57 0
京都嵯峨野 18 0 0 18 18 0 0 3 65.09 1
京都さくら 32 0 0 32 30 2 0 3 87.99 5
京都西北 25 0 0 25 26 1 2 3 82.08 3
京都西南 45 0 0 45 40 5 0 4 88.36 2
京都紫竹 25 0 0 25 24 2 1 3 100.00 3
京都朱雀 40 0 0 40 40 0 0 3 100.00 4
京都田辺 20 0 0 20 20 0 0 4 95.59 5
京都山城 16 0 0 16 16 0 0 3 87.50 1
京都八幡 16 0 0 16 16 0 0 5 81.43 1
舞鶴 28 0 0 28 28 0 0 3 79.64 0
舞鶴東 36 0 0 36 36 0 0 4 85.09 4
宮津 27 0 0 27 26 1 0 5 84.77 1
園部 23 0 0 23 22 1 0 3 95.23 0
宇治 32 0 0 32 32 1 1 4 79.14 1
宇治鳳凰 33 0 0 33 32 1 0 3 84.83 5

小　計 1,951 9 5 1,955 1,914 69 28 3.60 105

奈良県（13 クラブ）
クラブ名 前月末 

会員数 入会 退会 10 月末 
会員数

期　首 
会員数

入会 
累計

退会 
累計 例会数 出席率 

％
女性 

会員数
あすか 47 0 0 47 47 0 0 3 87.02 1
五條 21 0 0 21 21 0 0 3 78.89 0
平城京 32 0 0 32 32 0 0 3 86.48 8
橿原 52 1 0 53 51 2 0 3 84.92 6
奈良 132 1 0 133 129 4 0 4 90.74 7
奈良東 24 0 0 24 23 1 0 3 89.98 2
奈良西 41 0 0 41 41 0 0 2 100.00 3
奈良大宮 65 0 0 65 63 2 0 4 93.15 1
桜井 15 0 2 13 15 0 2 4 85.75 3
大和郡山 44 0 0 44 43 1 0 3 80.62 4
やまとまほろば 24 0 1 23 24 0 1 3 86.48 3
やまと西和 27 0 0 27 23 4 0 3 80.26 3
大和高田 90 0 0 90 90 1 1 3 97.95 5

小　計 614 2 3 613 602 15 4 3.15 46

福井県（18 クラブ）
クラブ名 前月末 

会員数 入会 退会 10 月末 
会員数

期　首 
会員数

入会 
累計

退会 
累計 例会数 出席率 

％
女性 

会員数
福井 135 0 0 135 130 5 0 4 80.96 14
福井あじさい 52 0 0 52 54 0 2 4 91.83 5
福井フェニックス 54 0 0 54 55 0 1 3 83.13 8
福井東 43 0 0 43 42 1 0 4 88.81 9
福井北 100 0 0 100 98 2 0 3 70.07 13
福井南 28 0 0 28 28 0 0 3 59.72 2
福井西 26 0 0 26 25 1 0 3 64.52 3
福井水仙 23 0 0 23 22 1 0 3 68.12 2
勝山 19 0 0 19 19 0 0 4 87.32 2
丸岡 31 0 1 30 27 4 1 4 63.22 1
三国 25 0 0 25 24 1 0 3 67.14 3
大野 42 0 0 42 38 4 0 3 92.10 2
鯖江 32 0 0 32 30 2 0 4 66.65 3
武生 46 0 0 46 43 4 1 4 74.46 4
武生府中 23 1 0 24 23 1 0 4 93.54 0
敦賀 26 0 0 26 24 3 1 3 74.67 0
敦賀西 13 0 0 13 13 0 0 3 79.49 0
若狭 15 0 0 15 13 2 0 3 93.30 0

小　計 733 1 1 733 708 31 6 3.44 71

滋賀県（21 クラブ）
クラブ名 前月末 

会員数 入会 退会 10 月末 
会員数

期　首 
会員数

入会 
累計

退会 
累計 例会数 出席率 

％
女性 

会員数
びわ湖八幡 68 0 0 68 64 6 2 3 87.04 2
五個荘能登川 29 0 0 29 27 2 0 3 84.52 2
東近江 32 0 0 32 33 0 1 3 81.33 3
彦根 49 0 0 49 47 2 0 3 - 5
彦根南 51 3 0 54 51 5 2 3 100.00 0
甲賀 34 0 0 34 30 4 0 3 80.22 3
湖南 43 0 0 43 39 5 1 3 85.43 2
草津 32 0 0 32 30 2 0 3 87.50 2
守山 44 0 0 44 43 1 0 3 93.13 0
長浜 59 2 0 61 59 3 1 3 89.95 0
長浜東 55 0 0 55 57 0 2 3 95.39 0
長浜北 30 0 0 30 28 2 0 2 87.94 3
近江八幡 41 0 0 41 41 1 1 2 94.92 0
大津 120 0 0 120 117 5 2 5 100.00 5
大津中央 28 0 1 27 25 3 1 3 87.79 5
大津東 26 0 0 26 26 0 0 2 71.15 11
大津西 18 0 0 18 16 2 0 3 100.00 0
栗東 58 4 0 62 57 5 0 4 100.00 3
高島 49 0 0 49 47 2 0 4 100.00 1
野洲 33 0 0 33 33 0 0 3 95.74 1
八日市南 39 1 0 40 40 1 1 3 88.73 2

小　計 938 10 1 947 910 51 14 3.05 50

E クラブ（1 クラブ）
クラブ名 前月末 

会員数 入会 退会 10 月末 
会員数

期　首 
会員数

入会 
累計

退会 
累計 例会数 出席率 

％
女性 

会員数
日本ロータリー
E クラブ 2650 28 0 0 28 28 0 0 3 - 8

小　計 28 0 0 28 28 0 0 3 8

合計（95 クラブ）
クラブ名 前月末 

会員数 入会 退会 10 月末 
会員数

期首 
会員数

入会 
累計

退会 
累計 例会数 女性 

会員数
合　計 4,264 22 10 4,276 4,162 166 52 3.25 280

■表作成にあたって
・会員数に、名誉会員は含まれておりません。
・入退会者数、10 月会員数および入退会者累計数は 10 月末現在です。
・ 「期首会員数」は、2023 年 6 月末会員数より、7 月 1 日退会者 1 名を引いた数です。 
「退会累計」は、7 月 1 日退会者 1 名も含んでおります。
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Fukui
Nara
Shiga
Kyoto

国際ロータリー第2650地区
2023-24年度ガバナー　中野�博美
⃝ガバナー事務所
〒600-8216 京都府京都市下京区東塩小路町614番地  新京都センタービル5階520号室
TEL：075-343-2650　FAX：075-343-2651　E-mail：gov2023-24@rid2650.gr.jp

（順不同・敬称略）

10月退会者一覧
クラブ名 氏名

桜井 安田美恵子

やまとまほろば 鈴木　寛治

大津中央 田中　清司

京都 福岡　美彦

京都東山 池田　敏子

京都南 橋本　吉弘

京都洛東 熊﨑紀一郎

10月ご逝去会員一覧
クラブ名 氏名

丸岡 山下　健治

桜井 藤本　暢男

京都洛北 若林卯兵衛

� 2023年10月　会員の動き�

10月入会者一覧
クラブ名 氏名 職業分類
武生府中 朝倉　俊輔 和紙造形作家

橿原 杉垣　新平 自動車学校

奈良 荻野　眞弓 百貨店

彦根南 木村　匡伸 ポンプ製造業

彦根南 一丸　文孝 建設業

彦根南 西村健太郎 ホームページ作成

長浜 佐野　圭太 レストラン

長浜 森居　　弘 工芸施工

栗東 上森　啓之 農業

栗東 伊藤康次郎 菓子製造業

栗東 安藤　宏史 空調設備業

クラブ名 氏名 職業分類
栗東 増田　弘明 飲食業

八日市南 囬渕　宏治 生花販売

福知山 畑　　祐樹 地方銀行

福知山西南 玉垣真由美 レストラン

福知山西南 香川　　将 プレハブ住宅販売

京都伏見 井上　千鶴 不動産管理

京都北東 谷　　泰範 ホテル

京都南 児玉　雅人 広告代理業

京都南 田中　義文 通信サービス業

京都中 今　　陽介 日本料理

京都洛中 加藤　　誠 乳腺外科

長浜盆梅展（滋賀）
1952 年（昭和 27 年）から始まった
長浜盆梅展は、今年で第 73 回目の開催
となり、常時約 90 鉢を展示します。そ
の歴史や規模から、日本一の盆梅展とし
て人気があり、今や関西の早春の風物詩
となっています。
会場となる慶雲館の本館では、明治建
築の純和室にずらりと並ぶ盆梅が、訪れ
る人を魅了します。新館では、４年目と
なる、米原市在住の切り絵作家・早川鉄兵氏の作品と盆梅とのコラボ展示を
行います。来年の干支であり、琵琶湖に浮かぶ竹生島（長浜市）の龍神伝説
ともかかわりが深い龍と盆梅のコラボ展示が新館を彩ります。
一足早い春を感じに、ぜひ長浜盆梅展にお越しください。

※ �2023-24 年度、本コラムでは第 2650 地区内（福井・奈良・滋賀・京都）のさまざまな伝統ある「お祭り」
をご紹介して参ります。

長浜盆梅展 HP
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2650地区のお祭り


